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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、三座ピンサー配位子を有するモリブデン錯体を用いた触媒的窒素固定反応について理

論化学的な観点から反応経路解析を行うとともに、モリブデン錯体の電子状態を効果的に制御し、

触媒活性の向上につながる新規置換基導入ピンサー配位子を実験に先駆けて提案している。本研究

では新規配位子の提案だけでなく、配位子設計指針に関する極めて有益な提案を示しており、理論

化学のみならず錯体化学および触媒化学上価値ある業績であると認める。よって本論文は博士（工

学）の学位論文に値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 


